




























要約:

1.ハイリスク児追跡管理のためのデータベースのあり方として,a)新生児医療機関を情報

発信源として,居住地の母子保健サービス(保健所又は市町村)との連携したフォローアッ

プ体制を組むための個人情報の提供のあり方とその活用,b)紹介元産科医療機関への情報

のフィードバック,c)新生児医療における臨床的,疫学的,医療上での問題解決のために地

域周産期医療情報データベースとしての活用,ｄ)通信情報ネットワークによる共有のデー

タベース化の必要性を提起した.

2.  「ハイリスク新生児入院基本情報」データベース項目として,患者基本情報,産科的情

報,新生児期の異常,退院時における問題,疾患名について各施設での実情に合わせた基本

項目を設定し,1995年度に出生した極低出生体重児を対象にデータ入力を試みた.

3.超低出生体重児のフォローアッププログラムを作成，班員 13 施設で生存退院した超低

出生体重児の 6歳時検診を施行し,長期予後の統一評価基準を作成,次年度の全国調査のた

めの基礎資料づくりをした.

4.ハイリスク児の担当医療機関と居住地の母子保健サービス(保健所又は市町村)との連携

の現状を調査した.


